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 桜井市大字山田に所在する。文献によれば、蘇我倉山田石川麻呂が 641 年に発願した氏寺であり、649 年には金堂が、

天武朝になって塔や講堂が完成したとされる。685 年には天武天皇の行幸があったので、この頃までには伽藍が整っていた

のではないかと考えられている。奈良時代には記載がないが、平安時代に入ると藤原道長が参詣した記録がある。1187 年

には興福寺の僧兵によって丈六仏が奪い去られており、衰微していったと思われる。 

 1976 年から奈良国立文化財研究所によって発掘調査が行なわれ、当寺が、蘇我氏の邸宅の一部を取り壊し創られたこと

や藤原道長が参詣したのち間もなく山崩れによって一部倒壊してしまったことなどが明らかとなった。また、平安時代末には主

要な建物が焼亡し、その後復興されていたことなどもわかっている。調査では、塔・金堂・講堂・回廊・僧房・宝蔵などが検出さ

れた。伽藍配置は、南から塔、金堂、講堂が建ち並び、塔・金堂は単廊によって取り囲まれ、その東側に宝蔵が配置されてい

る。講堂の北には、東西に僧房を配し、金堂正面には礼拝石などがあるのも特徴的である。瓦は単弁八弁蓮華文軒丸瓦と重

弧文軒平瓦の組み合わせである。その他、垂木先瓦、双頭鴟尾、塼仏、押出仏なども出土している。 
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